
 
 

メフェントリフルコナゾール分析法（農産物） 
 
１．分析対象化合物 

・メフェントリフルコナゾール 
 

２．装置 
液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析（LC-MS/MS） 
 

３．試薬、試液 
メフェントリフルコ

ナゾール標準品 
： 分析用標準品 

アセトニトリル、メタ

ノール、水 
： HPLC用 

ギ酸 ： 試薬用（≧95%） 
C18ミニカラム ： Acquity BEH C18 2.1 x 50 mm, 1.7 µm（Waters

製） 
 
４．試験溶液の調製 
１）抽出 

5 gの試料に100 mLのメタノール及び水（4：1）混液を加え、300 rpmで30
分間振とうする。抽出物の約10 mLを分取し、3,500 rpmで5分間遠心分離し

た。 
 
２）精製 

上清0.040 mLを正確に量り取り、0.960 mLのメタノール及び水（1：1）混

液を含む0.1％ギ酸又は0.1％ギ酸アセトニトリル溶液に加え、約0.5 mLをLC-
MS/MSフィルター又は0.45 µm polytetrafluoroethylene （PTFE）を用いてろ過

した。 
 
５．検量線の作成 

検量線は、0.1 ng/mL～0.004 ng/mLの範囲のメフェントリフルコナゾール検

量線標準液のLC-MS/MSへの注入によって得た。結果の計算は検量線を用いた

ピーク面積法に基づいて行う。 
 

６．定量 
試験溶液をLC-MS/MSに注入し、５．の検量線を用いて含量を定量する。 

 
７．測定条件 
装置  ： Sciex Instruments API （Sciex製)）5500 
   HPLC System; Acquity （Waters製) UPLC 



 
 

カラム  ： Acquity BEH C18 1.7 μ、2.1 x 50 mm 
カラム温度 ： 50℃ 
移動相  ： 移動相A：0.1%ギ酸 
   移動相B：0.1%ギ酸アセトニトリル溶液 
グラジエント ：  

時間（分） 移動相A（%) 移動相B（%) 
0.00 80 20 
0.05 80 20 
0.55 65 35 
1.00 1.0 99 
1.70 1.0 99 
1.75 80 20 
2.00 80 20 

流量     ： 0.8 mL/min 
注入量     ： 10 μL 
保持時間の目安   ： 1.38分 
イオン化モード   ： ESI（＋） 
イオン検出法    ： MRM法 
モニタリングイオン ：
  
 
 
 
８．定量限界 

0.01 mg/kg 
 
９．添加回収試験を実施した食品 
  ぶどう、りんご、小麦、いんげん、なたね 
 
１０．留意事項 
  特になし 
 
※ 本分析法は、畜産物における残留試験等において用いられた残留農薬等分析

法であり、新たな試験法の開発等に際して参考として下さい。なお、当該分析法

をもとに開発した試験法を食品規格への適合判定のために使用する場合には、

「食品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当性評価ガイドラインの一部改

正について（平成 22 年 12 月 24 日薬食発 1224 第 1号」」に従って使用する

試験法の妥当性を評価する必要があります。 
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